
英語の授業における 
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Temp.   N    K.E   O.T   I.W 

Reg.   S.T    H    O.S 7th 

1st: Writng after speaking 
   

2nd: Improving skills and motivation   
  

3rd: ICT 
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R4 入学生教育課程　英語科 
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習熟度別α・β・γ（考査毎再編成） 

習熟度別α・β・γ（考査毎再編成） 

習熟度別α・β・γ（進路別） 
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三条高校１年次英語の学びロードマップ2022（教員用）
１２月 冬期休業 １月 ２月 ３月 春期休業

2022年4月6日版

４月 ５月 ６月 ７月 夏期休業 ８月 ９月 １０月 １１月
英
コ
Ⅰ

(

計
画

)

小
テ
ス
ト
関
係

考
査
・
模
試
関
係

・到達度テスト① ・前期中間考査 ・校内実力テスト①（ベ
ネッセ総合学力テスト）

・課題テスト②
・校内実力テスト③（ベ
ネッセ総合学力テスト）

・後期期末考査 ・全道学力テスト・校内実力テスト②（ベ
ネッセ総合学力テスト）
・後期中間考査

論
理
・
表
現
Ⅰ

・夏期講習（5日間）

・課題テスト①
・全統高１模試

・前期期末考査 ・到達度テスト②

資
格
・
検
定
関
係

・第１回英語検定

・冬期講習（6日間）

・第３回英語検定（1
次）

・第３回英語検定（2
次）

・GTEC（全員受験）
・第２回英語検定（2
次）

講
習
・
課
題
関
係

・第２回英語検定（1
次）

Can-Do List for Obihiro Sanjo high school students 2022
GRADE 1年 2年 3年

□ 600語程度のまとまりのある説明文の論理的な理解や物語文における心情を把握した
り、実用的な文章から必要な情報を速やかに得ることができる。

聞くこと
□ 教科書の英語を聞いて、大まかに内容を理解することができる。 □ 身近な話題の英語を聞いて、その概要を把握することができる。 □ 日常生活での情報・説明を聞き取ったり、まとまりのある内容を理解することができる。

□ JET／ALTの英語をジェスチャーなどを借りながら理解できる。 □ JET／ALTの話す英語を聞き、概要を把握することができる。 □ JET／ALTの話す英語を聞き、適切な英語でそれに関する質問に答えることができる。

技能検定の目安 英検3級　CEFR A1 英検準2級　CEFR A2 英検２級　CEFR B1

読むこと
□ 簡単な物語や身近なことに関する文章の概要や必要な情報を理解することができる。

□ 身近な話題の説明文やエッセイなどを読み、その概要の理解や論理的に理解することがで
きる。

□ 現代の問題など一般的に関心の高いトピックを扱った文章を辞書を使わずに読み、複数の
視点の相違点や共通点を比較しながら読むことができる。

□ 平易な英語で書かれた説明文を語注などを参考にしながら内容を理解することができる。 □ 英語で書かれたポスターやチラシをみて、その概要を速やかにつかむことができる。

書くこと
□ 教科書の１パートのサマリーを本文の表現を利用して、書くことができる。

□ 身近な話題について、例示をしながら自己の考えを70語程度の英語で表すことができ
る。

□ あるテーマについての自分の意見などを英語で論理的に書くことができる。

□ 教科書にある表現や基礎的な英語を用いて、１文～２文の英語を書くことができる。 □ 教科書の英文を読み、それに対する自分の意見を70語程度の英文で書くことができる。 □ 600語程度の英文を読み、その概要を英語でまとめることができる。

話すこと
（やりとり）

□ JET／ALTの話す英語を聞き、簡単な英語でそれに関する質問に答えることができる。 □ JET／ALTの話す英語を聞き、適切な英語で答えることができる。
□ JET／ALTの話す英語を聞き、それについて自分の意見を根拠や具体例などを示しなが
ら英語で話すことができる。

話すこと
（発表）

□ 自分のことを簡単な英語で紹介することができたり、教科書の英文を読み、自分の考えや
意見を簡単な英語で相手に伝えることができる。

□ 自分の考えなどを事前に準備して、メモなどの助けがあれば、聞き手を混乱させないよう
に馴染みのあるトピックや自分に関心のある事柄について語ることができる。

□  自分の関心事であれば、社会の状況について、自分の意見を加えてある程度すらすらと
発表し、聴衆から質問がでれば相手に理解できるように答えることができる。

[通年] 単語テスト(LEAP)：範囲LEAPに記載。英単語の意味を日本語で記述する問題。30語に厳選。週最後の英ＣⅠの授業で実施。 週明け月曜日に追試予定。

科目説明： 総合的に4技能を学ぶ。

科目説明： 文法項目を学びつつ、既習事項を基に表現する力を学ぶ。

□時制 □態、 □不定詞 □動名詞 □ 分詞 □ 関係代名詞 □ 仮定法 □比較 □ 群動詞

Lesson 1 Friendships in the Digital Age
「デジタル時代における友だち作り」

□音節とアクセント□フレーズリーディン
グ
□英語の語順Ⅰ（文型①） SV / SVC / SVO / 
SVOO/ SVOC / There is [are]

Lesson 2 Expos: Past, 
Present, and Future

「万博における日本の関わ
りと，未来の万博の役割」
□文のアクセント □イン
トネーション □パラグラ
フの構成 □動詞の形Ⅰ
（時制）
□現在[過去]完了形・完了進
行形

Lesson 3 The Fascinating 
World of a Professional 

Storyteller「１人のアメリカ
人女性を魅了した日本の伝

統話芸の世界」
□英語のリズム □時間的
順序・列挙 □動詞の形Ⅱ
（助動詞，態） □used to do 
/ could / 助動詞を含む受動態
（can be done  / will be done）

Lesson 4 Changing Behavior in Unique 
Ways

「人々の行動をよい方向に変えるための
「仕掛け」とは」

□弱く発音される語（機能語）の変化
□例示・追加 □動詞の形Ⅲ（準動詞
①）
□使役動詞＋O + do / S + V + O + to do

Lesson 5 A Journey to 
Peace 「ルワンダ大虐殺
を生き延びた１人の女性の

物語」
□アクセントの基本ルール
①（特殊語尾） □言い換
え・要約 □英語の語順Ⅱ
（文型②，準動詞②）
□知覚動詞+ O + do /
知覚動詞+ O + 分詞/

Lesson 7
Bio-logging: Discovering 

Animals’ Secrets「野生動
物の秘密に迫る「バイオ

ロギング」
□音の連結（リエゾン）
□事実と意見の区別 □英
語の語順Ⅳ（関係副詞）
□関係副詞（when / where / 
why / how）

Lesson 9
Surviving in the Information 
Age「玉石混交の膨大な情報
から真実にたどり着くため

に何をすべきか」
□アクセントの基本ルール
②（名［形］前動後） □
比較・対照 □英語の語順
Ⅲ（関係代名詞） □関係
代名詞の継続用法

Lesson 10 The Spirit of Zen: Less Is More
「『禅』の精神とは何か，そして現代の世界に与えた影響と

は」
□音の脱落（リダクション）
□原因と結果
□動詞の形Ⅳ（仮定法）
□仮定法過去/ 仮定法過去完了/ I wish ～/ as if ～

中学校の基礎・基本が問わ
れるテスト。中学時の学習
において身についていない
項目や弱点を明確に。

7月模試 全国偏差値
16期：
15期： 50 . 1
14期： 未実施

合格者（昨年）
3級： 1名

目標、準２級以上！ 目標、準２級以上！
目標、準２級以上！（3級は1年次1回目のみ受験可）

目標点設定・自己採点入力 目標点設定・自己採点入力

[通年]： スタディサプリを利用した自主学習の推進

目標点設定・自己採点入力

GTEC結果
Total： [749.2] (747.1 )
R:  [151.4] (156.4)
Li: [165.3] (160.1) 
W: [208.5] (197.8)
S: [224.0]  (229.3)

[通年] リスニングテスト(リスニングラボラトリーBasic β)：範囲はUNIT 1つずつ実施。（計20Unit）英語を聞いて選択後する問題（4択）。毎週月曜日の英CⅠで実施。

前
期
中
間
考
査

前
期
期
末
考
査

後
期
期
末
考
査

後
期
中
間
考
査

GW課題配布
「高校の基礎固
め」
□基本語順
□名詞・限定詞
□文の種類

使用テキスト：（ラーン
ズ）WINSTEP Division vol.2

使用テキスト：（ラー
ンズ）WINSTEP vol.3

夏期休業課題 □助動詞

模試に向けて（課題）
・使用テキスト： WINSTEPDivisionvol.1

模試に向けて（課題）
・使用テキスト：（ラーン
ズ）
WINSTEP Division vol.2より

冬期休業課題： 未定
到達度テスト連動課題： スタディサ

模試解き直し

連動課題： スタディサプリ

模試解き直し＆模試に向けて（課題）

模試解き直し

春期休業課題
□基本確認 □語順トレーニング
□英表教科書未実施分の解答

スタディサプリの活用
【比較・仮定法・接続詞】

G
T
E
C

11月模試 全国偏差値
16期：
15期： 51.2

1月模試 全国偏差値
16期：
15期： 51.5

合格者(昨年)
準2級： 5名

合格者（昨年）
準2級： 17名
2級： 1名

オ
リ
エ
ン
テ
ー

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

テ
ス
ト

仮
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
テ
ス
ト

夏休みの課題 □ 関係副詞 □ 仮定法

週末課題について
検討：

[通年]： 各Lesson 終了後、暗唱用例文テスト実施。和文英訳10題。うるし塗り方式。前後期切り替え時にリセット。

可視化できるものを作成し、 
次年度以降改善できるようにしている。 



Any Question? 
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一人一台端末について 

端末：Chrome book 
1.  個人負担で購入（斡旋あり） 
2.  入学後にスマホでGoogle Classroom・スタディ
サプリの登録 

3.  納品：４月末　（※個人所有の端末使用：数
名） 

4.  GW前後に授業での使用開始 
5.  スタディサプリで課題配信 



タブレット端末利用の導入 
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1.  総合的な探究の時間 
•  「スタディサプリ」の探究プログラム 
Ø  担任が画面共有で実施。講義形式⇆グループ 

2.  朝のSHR 
•  GW明けから、連絡事項をタブレットで確認 

3.  朝学習（国・数・英） 
•  問題や解答をGoogle Classroomのストリーム
に掲示 
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英語科のGoogle Classroomのクラス 

1.  学年英語（生徒用） 
2.  学年英語科（教員用） 
3.  英CⅠの各クラス　※習熟度別 
4.  論理・表現Ⅰの各クラス　※習熟度別 
5.  朝学習 

この他に、 
・学年（生徒用） 
・担任団 
　のクラスを作成 
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続きは、「Padlet」へ 

https://padlet.com/takerueightfour/mve2c7ercjrzxhzo 
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辞書について 
•  オンライン辞書を使用 
 
推奨オンライン辞書 
•  ルミナス英和・和英辞典 
•  ロングマン現代英英辞典 

以下は「Padlet」上で説明するため、概略のみ 
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Google Classroom配信について 
 
•  英語科に関わる４月～８月までの
配信履歴のまとめ 

•  備考欄には、評価や課題を記載 
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授業の実践例 
1. 英CⅠ：クイズ大会で前時の復習 

2. 英CⅠ：Googleドキュメントの共同編集機
能を使って英作文 

3. 英語でSNSの擬似登校 



17 

授業補助・授業に関わる利用例 
1.  Google Classroom課題配信 

Ø  表現の問題の添削指導 

2. 朝学習 

Ø  世界のニュースを読んでペアで共有 
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今後の授業で実践したいこと 
1.  Googleフォーム：アンケート・QA問題・
小テスト 

2.  Quizziz：クイズ作成 

3.  Days in Levels：「今日は何の日」を英語
で読む 

4.  BreakingNewsEnglish：自学や課題に利用 
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今後の授業で実践したいこと 
5.  Write and Improve with Cambridge：ライ
ティング課題や自学的な学習の教材とし
て利用 

6.  Grammarly：英文添削の効率化と生徒の
利用について検討 

7.  Quizlet：生徒が自分の単語帳を作成 
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どのように活用するか検討中のもの 
•  翻訳webサービス「DeepL」： 

 生徒に教えるべきか迷っているが、すでに
 数名の生徒が使用しているらしい。 



一人一台端末について情報交換しましょう 
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1.  授業内外で英語にかかわるタブレット端末の利用について（全般） 

2.  タブレット端末を使用して 

Ø  効果的だと感じた内容や指導方法 

Ø  あまり効果的ではないと感じた内容や指導方法 

Ø  これからやってみたいこと 

3.  タブレット端末を使用させる上で、気になることや課題 

4.  気になることや課題への対処について　 



Let’s work together for our 
students! 
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